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まちの話だいTOPICSTOWN

１
月
５
日
、
町
消
防
出
初
式
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
消
防
団
員
は
、
朝
市
駐
車
場
で
観
閲
を
受
け
た
後
、
上
町
通

り
や
下
タ
町
通
り
を
分
列
行
進
し
、
式
典
会
場
の
五
城
館
へ
向
か
い
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
消
防
活
動
や
防
災
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
分
団

へ
、
表
彰
状
や
感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
千
葉
與よ

え

も

ん

右
エ
門
消
防
団
長
（
東
磯
ノ
目
）
が
訓
示
を
述
べ
、

石
井
巧た

く
み副
団
長
（
黒
土
）
が
宣
誓
を
し
、
団
員
全
員
が
町
の
消
防
・
防
災

活
動
へ
精
力
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

気
持
ち
新
た
に

消
防
活
動
への
精
力
的
な
取
り
組
み
を
誓
う

令和７年消防出初式で
表彰を受けられた皆さん（敬称略）
◉県知事表彰
◆有功章
工藤　正広（第４分団分団長）
伊藤　　護（第５分団分団長）
◆35年勤続章
伊藤　　護（第５分団分団長）
小玉　　司（第４分団副分団長）
小野　養一（第４分団部長）
◆30年勤続章
今村　　宏（第１分団分団長）
御所野文男（第４分団部長）
北嶋　嘉雄（第１分団団員）
◆25年勤続章
佐沢　祐也（第１分団部長）
伊藤　直志（第８・９分団部長）
浅野　　真（第12・13分団部長）
◆20年勤続章
伊藤　隆一（第８・９分団部長）
澤田石　守（第10・11分団部長）
遠藤　　司（消防本部消防司令）

◉県消防協会長表彰
◇勤続章・10年勤続
小玉　　満（第６分団班長）
加賀屋　淳（第10・11分団班長）
猿田　吉徳（第２・３分団団員）
平塚　勇希（第５分団団員）
佐藤　寿幸（第６分団団員）
伊藤　　駿（消防本部消防士長）
近藤　哲矢（消防本部消防副士長）
中道　聖也（消防本部消防副士長）
舘岡　拓海（消防本部消防副士長）

◉男鹿潟上南秋支部長表彰
◆７年勤続
伊藤登紀子（団本部女性部班長）
伊藤　　茜（団本部女性部団員）
佐藤　政明（第１分団団員）
◎町長感謝状
◆永年勤続退職者
畠山　喜道（前・第４分団分団長）
加藤　　央（前・第４分団部長）
工藤　達也（前・第10・11分団部長）
澤田石一仁（前・第10・11分団部長）
千田　　勉（前・第４分団団員）
内藤　信好（前・第５分団団員）

◉町長表彰
◆５年勤続章
石井　敏幸（第６分団団員）
小野　航大（消防本部消防副士長）
嶋﨑　　澪（消防本部消防士）

◆優良分団
第１分団
第２・３分団
第５分団
第６分団
第７分団
第８・９分団
第12・13分団
※令和６年中、管轄
　区域が無火災

１
月
６
日
、
町
役
場
で
「
町
交
通
指
導
隊
・
町
防

犯
指
導
隊
合
同
初
出
式
」
を
行
い
ま
し
た
。

式
に
は
交
通
指
導
隊
か
ら
３
名
、
防
犯
指
導
隊
か

ら
４
名
が
参
加
。
町
交
通
指
導
隊
長
の
渡
部
隆た

か
ひ
こ彦
さ

ん
（
仲
町
）
と
、
町
防
犯
指
導
隊
長
の
椎
名
耕こ

う
い
ち
ろ
う

一
郎

さ
ん
（
富
田
）
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
事

故
や
事
件
の
な
い
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た
活
動
を
行
う
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

町役場で行われた式には7名が出席

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

交
通
指
導
隊・防
犯
指
導
隊

合
同
初
出
式

　１月15日の五城目町民生児童委員協議会１月全体会で、
長年にわたり地域の福祉向上に努められた４名の方々への
表彰伝達が行われました。

【全国社会福祉協議会会長表彰】
（民生委員・児童委員功労）

小　玉　哲
て つ お

男さん（新里町）

【全国民生委員児童委員連合会会長表彰】
（永年勤続10年）

石　川　雅
ま さ こ

子さん（杉　沢）
伊　藤　眞

ま み こ

美子さん（落　合）
荒　川　美

み 　 き

紀さん（築地町）

グリーンロイヤル丸富で行われた全体会での表彰伝達
左から、伊藤さん・石川さん・渡邉町長・小玉さん・浅野会長

長年の功績に対して４名の民生児童委員が表彰

子宮頸がん・乳がん検診無料クーポン券
有効期限は２月28日㈮です

インフルエンザ予防接種費用
助成期限は２月28日㈮です

今年度対象の方には、令
和６年６月にクーポン券を
発送しています。
クーポン券の有効期限は
令和７年２月28日㈮まで
ですので、ぜひご利用くだ
さい。

▶有効期限　2月28日㈮まで
▶申込方法　 クーポン券に同封されている医療機関の

一覧を参考に電話で予約の上、受診して
ください。

問町健康福祉課（☎852・5180）

▶助 成 額　1,500円
　　　　　 自己負担額は、各医療機関が定める接種

料金から1,500円を差し引いた金額です。
▶対象者・接種場所
●65歳以上の方　全県の医療機関で接種できます。
● ６か月児～高校生、妊婦の方
秋田市、南秋田郡の指定医療機関に予約して接種
してください（中学生以下の方は、母子健康手帳
をお持ちください）。対象者の中で生活保護を受
給されている方は無料です。

▶接種方法　 医療機関に電話で予約の上、接種してく
ださい。

※ 詳細は右のQRコードから町HPをご覧く
ださい。
問町健康福祉課（☎852・5180）

まで

　小学校６年～高校１年の女性を対象に、子宮頸がんな
どの原因となる「ヒトパピローマウイルス（HPV）」の
感染を防ぐワクチンである「HPVワクチン」の定期接種
を行っています。
　各医療機関で無料で接種を受けられますの
で、ぜひご検討ください。
　　　　　　　※詳細は右のQRコードから
　　　　　　　　県HPをご覧ください。

【キャッチアップ接種をご利用ください】
　平成９～19年度生まれで、HPVワクチン定期接種の
対象年齢の間に接種を逃した方へ、左記の定期接種と同
様に無料で接種できる機会を設けています。
　HPVワクチンキャッチアップ接種は、令和７年３月ま
でに接種を開始した方であれば、令和８年３月まで公費
接種が可能ですので、ぜひご利用ください。

問町健康福祉課（☎852・5180）

HPVワクチンの接種をご検討ください


